
目目 的的

薬物治療中の方の約8割が健康食品・サプ

リメント等を利用されているといわれている昨
今、薬局薬剤師が、疾患を持っている患者さ
んに対し、薬物間の相互作用、疾病に対する
影響など考慮し、健康食品・サプリメントの適
正使用についてのアドバイスを行うことが必
須とされる。以上の実施に向けて現状を把握
するとともに、健康食品・サプリメントの確認
を行う服薬指導の効果について考察する。



方方 法法

【アンケート調査】
対 象：ユタカ調剤薬局（単独、併設） 23店舗

（滋賀県、京都府、大阪府、岐阜県）
調査期間：2008年3月21日～4月20日 （1ヶ月）

【アンケート内容】
Ⅰ、患者の健康食品・サプリメント利用状況アンケート（患者編）
●服薬指導時に健康食品・サプリメントの飲用の有無等の聞き取り

（調査票１：402）
●薬歴から調査（薬歴編）
（上記1ヶ月に来局されていない患者50名を無作為に抽出 調査票２：23）

Ⅱ、薬剤師へのアンケート（薬剤師編）
接客時、服薬指導時の健康食品・サプリメントについての対応

（調査票３：76）



健康食品・サプリメント利用状況健康食品・サプリメント利用状況
アンケート（患者編・背景）アンケート（患者編・背景）

アンケート回答者の年齢

1% 7%
10%

10%

10%
15%

28%

10%
1% 8%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

不明

降圧薬 26.4 

鎮痛・抗炎症薬 12.0 

脂質代謝異常治療薬 8.2 

消化性潰瘍治療薬 5.4 

かぜ症状関連 5.0 

抗不整脈薬 4.6 

催眠・鎮静薬 4.1 

痛風・高尿酸血症治療薬 3.9 

アレルギー治療薬 3.8 

骨粗鬆症治療薬 3.0 

回答者が服用している薬
（上位10項目）

複数回答

％
ユタカ調剤薬局（単独、併設） 23店舗

（滋賀県、京都府、大阪府、岐阜県）

アンケート回答患者数 402名



結果（患者編）結果（患者編）
健康食品・サプリメントの利用状況健康食品・サプリメントの利用状況

現在、健康食品・サプリメントを利用されていますか？

30%

7%

2%18%

30%
1%

12%

ほとんど毎日利用している

週に2～3回利用している

月に2～3回利用している

必要なときに利用している

購入したことがありが今は利用したことが無い

利用したことがない

無回答

健康食品・サプリメントを利用されている
理由をお聞かせ下さい。 11%

17%

13%38%

9%
9% 1% 2% 病気の予防

病気の治療

病気治療の補助

日常的な健康の保持増進

特定の栄養成分の補助

美容やダイエット

その他

無回答



結果（患者編）結果（患者編）
利用の動機利用の動機

20%15%4%

7%

4%
8%

6% 3% 2% 12%
19%

家族・親類から
友人・知人から
テレビ番組を見て
新聞や週刊誌を見て
インターネットを見て
商品を見て

パンフレットを見て

ユタカの薬剤師に勧められて

医療関係者（ユタカ以外）

スポーツジムなどで勧められて

その他

無回答

健康食品の購入のきっか
けは、テレビや新聞、知人
からの紹介が多い傾向に
ある。



健康食品・サプリメントを利用する際に 注意していることは何ですか？

16%14%

7%

6%
6% 11% 40%

期待する効果

価格

成分

ｱﾚﾙｷﾞｰ・副作用

既に服用している医薬品との飲み合わせ

その他

無回答

結果（患者編）結果（患者編）
利用の際の注意利用の際の注意

健康食品・サプリメントの飲用中止理由で最も多いのが、

「効果が無い」52％、次に「経済的に負担」が21％だった。健康食品に

対し、相互作用の心配よりも効果度が気になっている。



結果（患者編）結果（患者編）
主治医の認知度主治医の認知度

健康食品・サプリメントを飲んでいるか？と
主治医から尋ねられたことがあるか？

12%

69%

19%

ある

なし

無回答

正確に答えた

34%
0%

66%

正確に覚えていないので、“こんな
かんじのもの”とあいまいに答えた

飲んでいるけど、飲んでいないと答
えた

無回答

主治医に尋ねられたとき、

飲んでいるものをちゃんとつ
たえられましたか？



• ユタカ調剤薬局に処方せん調剤を持ってこられる患者さん
の約7割が健康食品・サプリメントを服用している。

• 利用のきっかけは、新聞テレビなどのメディアによるもの
や知人からの勧めが多い。８％の方はユタカの勧めで購入
している。

• 健康食品利用目的が健康維持、栄養補助であると回答して
いるが病気の治療目的と回答している人も１７％あった。

• 利用のきっかけも中止も期待する効果によるところが大き
く、治療中の薬物との相互作用について気になる人は６％
ほどだった。

• 健康食品・サプリメントの飲用を確認している主治医は
１２％だった。

患者アンケート結果から

健康食品・サプリメントの健康食品・サプリメントの
利用状況まとめ利用状況まとめ



結果（薬剤師編）結果（薬剤師編）
患者からの相談内容患者からの相談内容

49%

どのくらいで効果が？32%

6%1%1%

11%

医薬品との相互作用

疾患に効果があるか

副作用はあるか

その他

無回答

どのくらいで効果がでるか？

患者アンケートでは、相互作
用の点について注意を払っ
ている患者が少なかったが、
薬剤師には相互作用につい
てたずねる率が高い



結果（薬剤師編）結果（薬剤師編）
必要な情報と入手先必要な情報と入手先

16%

16%

19%

35%

4%
9% 1%

過去の健康被害事例

成分の安全性

成分の有効性

薬との相互作用

その他

特にない

無回答

アドバイスのために必要な情報

30%
44%

6%
8%

1%

9%
2%

専門の医師

医学雑誌

薬剤師

行政機関（保健所等）

健康食品取り扱い事業者

インターネット

患者から

その他

無回答

健康食品情報入手先



結果（薬剤師編）結果（薬剤師編）
健康食品による副作用症例健康食品による副作用症例

3% 16%

81%

経験有り

経験無し

無回答

症状 健康食品

痛風 DNA核酸

鼻水がでる ＭＳＭ

不正出血 高麗人参

下痢 ＭＳＭ

湿疹 コエンザイムＱ１０

発疹、かゆみ プラセンタ製剤

胃部不快感 スピルリナ

発疹、かゆみ グルコサミン

健康食品が原因と思われる諸
症状を患者さんから聞いた経
験がありますか？

症状とその原因と思
われる健康食品例



健康食品を安全に利用するための必要項目

21%

11%

25%

17%

15%

9%
2% 医療関係者間での情報

共有体制
健康被害の原因究明体
制
相互作用データベース

詳細な情報開示

客観的な情報データベー
ス
医療関係者むけの勉強
会
その他

無回答

結果（薬剤師編）結果（薬剤師編）
健康食品を安全に利用してもらうために健康食品を安全に利用してもらうために



• ユタカ調剤薬局に勤務する薬剤師は、患者さんから医薬品
との相互作用について質問されるケースが多く（49％）ア
ドバイスには、それらの情報やデータを必要としている。

• その一方で、情報の入手先は、インターネットが一番多く
（44％）、ついで健康食品取り扱いメーカー（30％）であ
るが、患者に安全に利用してもらうためには、客観的な情
報（15％）、相互作用のデータベース（17％）、医療関係
者間での情報共有体制（21％）が重要であるとしている。

• 健康食品が原因と思われる副作用の相談を受けた薬剤師が
12名あった。健康食品の場合有効性の情報はある程度入手
できるが、副作用の情報が少ないので、医療機関間での情
報共有体制が重要であると思われる。

薬剤師のアンケート結果から

健康食品・サプリメントに健康食品・サプリメントに
関わる薬剤師の立場から関わる薬剤師の立場から



薬歴調査から、服薬指導で
Aグループ：100％健康食品有無を確認している店舗

（6店舗）
Bグループ：100％でない店舗（12店舗）

＊ 下記分析内容の回答が無回答のみの店舗を省く（５店舗）

○患者が、健康食品について相談相手に薬剤師を選
んでいる割合

○患者からの健康食品に関する質問頻度、質問が多
い、またはあると答えた薬剤師の割合

○お薬手帳を活用している薬剤師の割合

服薬指導の効果について服薬指導の効果について
方法方法



服薬指導の効果（相談相手）服薬指導の効果（相談相手）

健康食品について聞きたいことが
あったとき、誰に相談しますか？9%

9%

7%
8%15%

16%

20%

12%
1%
3%

家族 健康食品をすすめた人

健康食品販売会社 知人

医師 薬剤師

看護師 管理栄養士

その他 無回答
全体：402例

ｱﾝｹｰﾄ数 結果

（平均％）

Aグループ 142 27.3
Bグループ 252 17.8

ｔ 検定で有意差なし

相談相手に薬剤師を選
んでいる割合



服薬指導の効果（相談頻度）服薬指導の効果（相談頻度）

ｱﾝｹｰﾄ数 結果

（平均％）

Aグループ 19 91.6
Bグループ 42 65.3

健康食品に関して患者さんから
どのくらい相談されますか？

7%

30%

18%
8%

31%

3%3%

ほぼ毎日

週に１回

月に１回

２ヶ月に１回

ごくまれに

受けたことがない

無回答

全体：76例

ｔ 検定で有意差あり

2ヶ月に1回以上相談さ

れる割合



健康食品を販売した時にお薬
手帳に記録していますか？

9%

36%

42%

9% 1% 3%

はい

ときどき

ぜんぜん利用しない

お薬手帳をもっておられない

その他

無回答

服薬指導の効果（お薬手帳の活用）服薬指導の効果（お薬手帳の活用）

ｱﾝｹｰﾄ数 結果

（平均％）

Aグループ 19 60.2
Bグループ 42 43.0

ｔ 検定で有意差あり

全体：76例

ときどき以上、記録して
いる割合



考考 察察

ユタカ調剤薬局を利用される患者さんの7割が健

康食品・サプリメント等を利用されており、服薬指導
にあたっては、健康食品・サプリメントの飲用確認は
薬物治療上必須であると思われる。

健康食品・サプリメントの飲用有無を含む服薬指導
は、患者に対し相談相手として認知度を高める傾向
にあり、さらには相談を受ける回数も増えることから、
服薬指導時の健康食品・サプリメントに関するコミュ
ニケーションは重要な意味を持つものと思われる。



• 服薬指導は、患者が薬物治療をより有効に行うた
めの薬剤師の情報提供もしくはアドバイスの場で
あることから、健康食品・サプリメントの飲用確
認それに付随する情報提供は、患者が相談相手と
して薬剤師を選ぶ傾向が強くなることがわかった。

• 健康食品・サプリメントの飲用確認を意識的に行
う店舗は、患者からの質問頻度も高く、また健康
食品・サプリメントの服用管理にお薬手帳を活用
する頻度も高いことがわかった。

服薬指導時に健康食品・サプリメ
ント状況を確認することによる

服薬指導の関与（まとめ）服薬指導の関与（まとめ）



養老店

くずは店

五町調剤

広幡調剤

甲西中央店

山科音羽店
山科店

守山店

水口暁店

桃山南店

大曽根店
押切店

真正店

一乗寺店
桂店

安土店
日夏店

新田調剤

禾森調剤

本荘調剤

山手調剤

近江調剤

守山Ⅱ店

0

20

40
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80

100 ユタカでの購入率

健康食品利用率

健康食品服用の有無の確認率

結果（薬歴編）結果（薬歴編）
薬歴から見る患者の健康食品利用状況薬歴から見る患者の健康食品利用状況

各店舗で50例を無作

為に抽出して薬歴か
ら調査
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